
（別紙） 

三沢市介護保険事業運営協議会 

１．日時  令和元年１０月４日（金） 午後１時１５分～午後３時まで 

２．場所  三沢市総合社会福祉センター ２階 ホール１・２ 

３．三沢市介護保険事業運営協議会委員 

（１）出席者（１３名） 

伊澤  タネ（三沢市民生委員児童委員協議会会長） 

伊藤  博次（青森県薬剤師会 上十三支部部長） 

大森  和子（三沢市老人クラブ連合会副会長） 

黒田  進二（社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会会長） 

今野   大（三沢市ケアマネジャー連絡協議会副会長） 

齊藤   淳（青森県老人福祉協会 上十三地区会長） 

坂本  幸子（三沢市連合婦人会会長） 

千葉  和子（三沢市保健協力会会長） 

沼田  弘子（三沢市日本赤十字奉仕団委員長） 

吹越  幸子（青森県看護協会 上十三支部） 

福田   敦（三沢地区医師会理事） 

武藤  一子（三沢市食生活改善推進委員会副会長） 

山木  昭秀（三沢市歯科医師会理事）              （五十音順） 

（２）欠席者 なし 

 

４．事務局 

介護福祉課  福 祉 部 長  田面木るり子 

課   長  田中   誠 

課 長 補 佐  柿本  尚人 

 〃    福田  康治 

介護保険係長  沼辺  千恵 

認定給付係長  小泉   努 

包括支援係長  田鎖  雅子 

高齢福祉係長  酒井  健至 

主   査  三上  雅代 

主   事  大川 夕貴恵 

 



５．開催概要 

（１）開会 

 介護福祉課課長補佐により開会を宣言、直ちに辞令交付式を執り行うこととした。 

（２）辞令交付式 

 各団体から推薦を受けた委員１３名に対し、三沢市長より委員辞令を交付。市長は挨拶

を述べた後、公務のため退席した。 

 事務局より、協議会が公開である旨説明し、改めて全委員を紹介、その後係長以上の事

務局員の紹介を行った。 

（３）組織会 

 組織会にあたり、事務局より介護保険事業運営協議会の概要について、資料に基づき説

明を行った。（課長補佐） 

 次に、会長を選任するため、福祉部長を仮議長として組織会を行った。会長には福田委

員が全委員承認のもと就任。副会長には事務局の推薦を受け、坂本委員を会長が指名した。

議事録署名人については、事務局案を受け、山木委員、吹越委員が選任された。 

（４）議事 

 議長は会則により会長が務めた。 

 その後、資料に沿って、各担当者が議事内容を説明した。 

①「三沢市の介護保険事業について」 

 市の介護保険事業に係る、高齢者・高齢化の状況のほか、介護保険料、要介護認定者数、

介護給付費等の説明を行った。（介護保険係長・認定給付係長・課長補佐） 

 次に、市の地域支援事業、高齢者サービス等を説明した。（包括支援係長・高齢福祉係長） 

②「令和２年度施設整備計画について」 

 第７期三沢市介護保険事業計画において計画する令和２年度の定期巡回・随時対応型

訪問介護看護施設の整備計画の概要について説明を行った。（課長補佐） 

（５）その他 

「第８期介護保険事業計画に係る日常生活圏域ニーズ調査等について」 

 第８期三沢市介護保険事業計画の基礎資料を得るため、日常生活圏域におけるニーズ調

査と家族介護調査を実施することについて説明を行った。（課長補佐） 

（６）閉会 

 

 

 



議事内容 

 

【議事①】 

事 務 局  （「三沢市介護保険事業」について、資料をもとに説明。） 

齊藤委員  県でも理由はわからないと言っているのでもしかしたら分からないのかも知れないが、

要介護認定者数について、６５歳以上の対象高齢者はちょうど団塊の世代にかかって

いるが、資料にもあるように認定者数が減っている。県の方でも要介護認定者数が減

っており、三沢の場合は微減であるが、この理由について考えられることがあるのか

どうか？ 

事 務 局  県の方の動向は把握しておらずわかりませんが、要介護認定者数について当市の場合、

微減であり、その理由、大きな要因の一つとしましては、従来から、介護サービスが

本当に必要な方、窓口に相談に来た段階でどのようなサービスが必要ですかと確認を

し、各サービスの説明をしたうえで選択してもらって必要があれば認定手続きに入る

ことをしておりますので、その点がいわゆる介護給付適正化の取組みのひとつですけ

れども、資料にあるような結果に表れているのではないかと考えております。 

今野委員  「在宅寝たきり老人等介護用品支給事業」に関して、今年度から所得によって制限が

かかっていくと思うが、これの支給対象者は年々増えているのか？ 

事 務 局  介護用品を支給されている対象者数につきましては、だいたい同じぐらいか、少し落

ちているような形で推移しております。 

吹越委員  「介護予防・日常生活支援総合事業」のところだが、総合事業対象者３９０人、ケア

プラン作成数３１１４件とあるが、介護予防のところでしっかりと適切な対応をしな

ければ要介護度がどんどんアップしていくと思うが、この件数をどのような職種の方

が一人当たりどれくらいの件数、人数の計画を立案しているのか教えてほしい。 

事 務 局  総合事業は要支援１・２もしくはチェックリストで事業対象者と認定された方がデイ

サービスと訪問介護型サービスに限り、サービスを受けられますが、月あたり約２４

０件前後のケアプランを作成していまして、このうち半分は地域包括支援センターで

担当して、あとの半分は居宅介護支援事業所に契約して委託しています。地域包括支

援センターで担当している人数は、事業を兼ねていたりするので１０人から３０人前

後、委託している事業所については要介護１～５の方も担当しているので何人担当し

ているかは確認できていない状況です。 



議  長  職種についての質問があったが、たぶん保健関係、福祉関係の職種になると思うが、

そこの話はまたあとで確認いただければと思います。 

【議事②】 

事 務 局  （「令和２年度における施設整備計画」について、資料をもとに説明。） 

特に質疑無し。 

【その他】 

事 務 局  （「第８期介護保険事業計画に係る日常生活圏域ニーズ調査」について、資料をもとに

説明。） 

特に質疑無し。 

議  長  「高齢者いきいきパス」について。これはバス利用の関係と思うが、「みーばす（100

円バス）」とかが対象となるのか？無料なのか？ 

事 務 局  無料ではありません。6 千円のパスとなりますが、それを市で 3 千円負担して、本人

負担が 3 千円、1 回につき 100 円で乗れるもので、十和田観光電鉄の路線バスが対象

となっております。一方、「みーばす」は高齢者に関わらず誰でも 100円で乗ることの

できるバスとなります。 

（会議終了） 

（※事務局より、次回の協議会は翌年 2 月頃の開催を予定していること、議題は主に第７期介護保

険事業計画の進捗に係る報告と、令和２年度の施設整備に係るものになることを予告し閉会を

宣言、散会した。） 


